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【目的】

Sphingomonas属細菌は
、 人為的に汚染 された河川や士壌、 海洋 、 臨床材料、 植物表面 、 さ

らに極地の 土壌や地下の 堆積物 の よ うな極限環境等 、 自然界に広 く分布 して い る 。 また

Sphingobiten　amiense は内分泌攪乱物質 Nonylphenol（NP）分解能を有するバ クテ リア で ある。

本研究室では Szuaienseの 内在性プ ラス ミ ドpAMI −1（9，
9M8bp）をス ク リ

ーニ ン グし、 分子遺伝

学解析を実施してい る。 今回は、プ ラス ミ ド pAMI −1 の 宿主内安定化に関わる遺伝子の 機能

解析を行 っ たの で以下に報告する。

【結果および考察】

プラス ミ ドが世代間で 安定に維持され るためには 、 プラス ミ ド自身の安定化機構が必要であ

る。 プラス ミ ド安定化機構は Active　Pattiti（m 　System、　MUItimer　Resolusion　System、　 Genetic

Ad（踊 on 　Systemの 3 つ に大別される 。 さらに Active　Pa醐 on 　Systcmは現在 F プラス ミ ドに

見 られ るよ うな 1型 と、R1 プ ラス ミ ドに見 られる II型にグル ープが分けられ る。
1型 II型

の欟 冓はい ずれ も、 2 つ の trCVIsに働 く蛋白質 と 1 つ の cis に働 く DNA 酉莎 1の相互作用に よ

るもの である 。 本研究では 、 Sanienseの内在 性プ ラス ミドpAMI −1 の 複製に関わ る rep 　gene
の下流にプラス ミ ド安定化に関わる領域を特定 した．本領域には 、 123 ア ミノ酸か らなる

小 さな ORF が存在 し、　sth 　gene と命名 した．　 stb　geneの種々 の 欠失プラス ミ ドはい ずれ も不

安定 とな り、 同遺伝子がプ ラス ミ ド安定化に関与 して い るこ とを明らか に した．さらに stb

gene の 2 カ所に nonsense 　mutation をそれ ぞれ導入 した場合、いずれ も不安定 となる こ とか

ら、 同遺伝子は transに働 く蛋 白質性の 安定化遺伝子で あ るこ とが示唆された．現在 、
　cis に

働 く DNA 配列 を特定中で ある。
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